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品田佳世子副センター長（教授）

近
年
、
高
齢
者
医
療
や
全
身
の
健
康

に
お
い
て
、
口
腔
機
能
の
維
持
と

衛
生
管
理
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
予
防
歯
科
と
口
腔
ケ
ア
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
歯
科
衛
生
士
が
不

足
。
現
在
、
国
内
の
歯
科
衛
生
士
登
録
人

数
が
約
26
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
実

際
に
働
い
て
い
る
の
は
半
分
以
下
の
12
万

人
程
度
し
か
い
な
い
と
さ
れ
る
。

　

就
業
し
て
い
な
い
歯
科
衛
生
士
が
多
い

理
由
と
し
て
は
、
結
婚
や
出
産
な
ど
の
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
離
職
し
た
ま
ま
復
職
し

な
い
ケ
ー
ス
と
、
若
い
歯
科
衛
生
士
の
早

期
離
職
が
目
立
つ
と
い
う
。
歯
科
衛
生
士

は
専
門
的
な
技
術
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
離
職
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
っ
た
り
、
経
験
が
浅
か
っ
た
り
す
る

歯
科
衛
生
士
が
就
業
を
続
け
に
く
い
現
実

が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
厚
生
労
働

省
で
は「
歯
科
衛
生
士
に
対
す
る
復
職
支

援
・
離
職
防
止
等
推
進
事
業
」を
立
ち
上

げ
た
。
同
事
業
の
委
託
を
受
け
た
東
京
医

科
歯
科
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
は
、「
歯

科
衛
生
士
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。

２
０
１
８
年
１
月
か
ら
研
修
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
「
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
人
材
不
足

が
深
刻
化
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
歯
科
衛

生
士
に
つ
い
て
、若
い
人
の
離
職
を
防
ぎ
、

退
職
し
た
人
が
復
職
で
き
る
よ
う
な
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
本
学
に

は
口
腔
保
健
学
科
や
歯
学
科
の
教
員
お
よ

び
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
技
術
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
る
設
備
が
揃
っ
て
い
る
強
み

が
あ
る
の
で
、
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
て

い
き
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
水
口

俊
介
教
授
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
技

術
修
練
を
目
的
に
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
。

技
術
研
修
や
臨
床
研
修
を
通
し
て

潜
在
歯
科
衛
生
士
の
復
職
を
促
す

　

研
修
は
、
歯
科
衛
生
士
に
な
っ
て
３
年

目
ま
で
の
新
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
復
職

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
２
種
類
を
用
意
す
る

が
、
一
人
ひ
と
り
の
経
験
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
科
目

数
も
個
別
に
決
め
る
。

　

受
講
者
は
必
修
科
目
と
選
択
科
目
を
受

講
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
座
学
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
修
、臨
床
研
修
な
ど
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

副
セ
ン
タ
ー
長
の
品
田
佳
世
子
教
授
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
必
修
科
目
で
は
、歯
科
衛
生
士
と
し
て

の
基
本
姿
勢
と
感
染
対
策
・
医
療
安
全
と

る
こ
と
で
復
職
し
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
」

　

基
礎
技
術
研
修
の
一
部
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
で
い
つ
で
も
学
習
が
可
能
。
数
百
に
お

よ
ぶ
症
例
に
つ
い
て
画
面
上
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ほ
か
、
手
術
着
の
着

せ
方
や
医
療
廃
棄
物
の
捨
て
方
な
ど
、
実

践
的
な
教
材
が
多
数
揃
っ
て
い
る
。

　

臨
床
に
近
い
と
こ
ろ
で
経
験
を
積
み
た

い
人
は
、
ロ
ボ
ッ
ト（
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
）

を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、マ
ネ
キ
ン

実
習
、
臨
床
研
修
を
受
講
す
る
。
研
修
は

技
術
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
一
人
ひ
と
り
に
自
信
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
本
セ
ン
タ
ー
の
歯

科
衛
生
士
で
あ
る
渡
邊
洋
子
さ
ん
は
い
う
。

　
「
新
人
の
離
職
も
、
復
職
で
き
な
い
こ

と
も
、
自
分
の
技
術
に
自
信
を
持
て
な
い

こ
と
が
理
由
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
現
場
で
十
分
に
や
っ
て
い
け
る
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
体
制
作
り
も
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
を
受
け
た

歯
科
衛
生
士
同
士
で
横
の
繋
が
り
が
で
き

る
と
さ
ら
に
心
強
い
で
し
ょ
う
」

キ
ャ
リ
ア
相
談
を
実
施
す
る
な
ど

実
際
の
復
職
に
繋
が
る
仕
組
み
も
検
討

　

今
年
度
の
研
修
受
講
料
は
無
料
で
、
修

了
者
に
は
修
了
証
を
発
行
す
る
。
将
来
的

に
は
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
行
う
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
復
職
支
援
も
検
討
し
て
い
る
。

トピックス

い
っ
た
、技
術
以
前
の
心
構
え
が
学
べ
ま
す
。

選
択
科
目
に
は
歯
科
一
般
の
技
術
や
業
務

を
学
べ
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年

は
歯
科
衛
生
士
の
ニ
ー
ズ
が
細
分
化
し
て

い
る
の
で
、
高
齢
者
や
障
害
児
、
在
宅
診

療
、
周
術
期
管
理
な
ど
の
コ
ー
ス
も
用
意

し
て
い
ま
す
。
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
い

た
経
験
が
あ
る
人
で
も
、
専
門
性
を
高
め

《
歯
科
衛
生
士
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
》

 
歯
科
衛
生
士
の
不
足
に
歯
止
め
を
か
け
る

 
復
職
支
援
と
離
職
を
防
止
す
る
取
り
組
み

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
以
前
に
も
増
し
て
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
歯
科
衛
生
士
が
不
足
し
て
い
る
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学

部
附
属
病
院
で
は
、
歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援
や
離
職
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て「
歯
科

衛
生
士
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
。
２
０
１
８
年
１
月
か
ら
研
修
を
開
始
し
た
。

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
段
階
と
し
て

２
０
１
８
年
１
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
国
か
ら

１
０
０
人
以
上
の
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
医

師
等
が
参
加
。
歯
科
衛
生
士
養
成
校
の
教

員
や
地
方
自
治
体
職
員
な
ど
も
参
加
し
て

お
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

１
月
か
ら
３
月
の
研
修
に
は
40
人
以
上

の
応
募
が
あ
り
、
す
で
に
研
修
は
始
ま
っ

て
い
る
。
受
講
者
の
中
に
は
、
セ
ン
タ
ー

発
足
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
見
た
と
い
う

人
や
、
実
践
的
な
研
修
が
で
き
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
い
て
見
つ
け
た
と
い
う
新
人
も

い
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
対
象
者
に

受
講
し
て
も
ら
う
よ
う
な
取
り
組
み
も
重

要
に
な
る
と
歯
科
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
長

の
木
下
淳
博
教
授
は
話
す
。

　
「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を

見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
歯
科
衛
生
士
不

足
は
全
国
規
模
の
課
題
で
す
。
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
本
学
内
に
留
め
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
国
に
拡

大
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

厚
生
労
働
省
受
託
事
業
と
し
て
の
期
間

が
終
了
し
た
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
別
の
枠
組
み
を
考
え
て
い

く
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
し
て
い
く
計
画
だ
。

木下淳博教授

水口俊介 センター長（教授）

渡邊洋子歯科衛生士

2018年1月14日に開催されたキックオフセミナーには、全国から100人以上の歯科衛生士等が参加。

ロボット（SIMROID）を使ったシミュレーション研修。歯科衛生士総合研修センターではキャリア相談など
も行っている。

歯科衛生士に対する復職支援・離職防止等推進事業の概要
東京医科歯科大学歯学部附属病院

事業責任者：病院長
歯科衛生士総合研修センター

•履修相談
•キャリア相談

•フォローアップ

•復職支援
    （マッチングシステム）

歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援・離
職
防
止
等
に
関
す
る
運
営
協
議
会

歯
科
医
療
振
興
財
団

厚
生
労
働
省

日
本
歯
科
医
師
会

日
本
歯
科
衛
生
士
会

全
国
歯
科
衛
生
士
教
育
協
議
会

歯科衛生士 ど
の
段
階
か
ら
で
も
履
修
可
能

新人プログラムと復職支援プログラム
❶ 新人用プログラムは、歯科衛生士としての基本的な研修
❷ 復職者用プログラムは、復職希望の職場に対応できる

実践的研修
❸ 履修者のニーズに合わせ、自由に組み合わせて履修

コースの内容
•歯科衛生士としての基本姿勢　•感染対策　•医療安全　
•地域医療　•歯科一般　スペシャルニーズ　•インプラント
•矯正　•摂食嚥下リハビリテーション　•全身管理

基礎技術修練部門
（基礎技術研修）

歯科衛生士シミュレーショントレーニング部門
（シミュレーション研修）

歯科衛生士臨床トレーニング部門
（臨床研修）

歯科医院等
（求人側）


